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☆第66回全国家畜保健衛生業績発表会抄録（熊
本県）

流行性出血病ウイルス血清型6による嚥下障害等の
発生とウイルスの流行状況調査

熊本県中央家畜保健衛生所
古庄　幸太郎

１　はじめに
　流行性出血病ウイルス（以下、EHDV）はヌカカ
等によって媒介されるアルボウイルスで、レオウイ
ルス科オルビウイルス属に分類され、牛に嚥下障害
等を起こす。EHDVには7つの血清型が報告され
ており、国内では血清型2に含まれるイバラキ病の
他、血清型1、5、 6、 7の侵入が確認されている（表
1）。EHDV 血清型６（以下、EHDV6）は2015年
に兵庫県で嚥下障害等が確認されて以降、2020年に
長崎県のおとり牛からも検出されているが症状はみ
られていない。
　今回、2023年にEHDV6が関与した嚥下障害や早
流産事例が確認されたことから、病性鑑定を実施し
た6事例（嚥下障害2事例、発熱1事例、早流産3
事例）のうち3事例、2023年度のアルボウイルス
サーベイランスの成績、並びに県内の流行状況調査
の成績を併せて報告する。

２　病性鑑定事例
（１）病性鑑定事例①（舌麻痺）
　　10月2日、黒毛和種繁殖用雌牛が、分娩後に食

欲廃絶及び飲水困難となり、10月5日に舌麻痺を
呈した（写真1）。

　　発症牛とその子牛、同居牛4頭の血液を用い
て、アルボウイルス特異遺伝子検索、ウイルス分
離及び抗体検査を実施した。

　　遺伝子検査では、発症牛及び同居牛2頭の全血
からEHDV特異遺伝子が検出された。同居牛2
頭のポスト検体からもEHDV特異遺伝子が検出
された。

　　同居牛1頭の洗浄血球から EHDV が分離さ
れ、動物衛生研究部門（以下、動衛研）にて
EHDV6に分類された。

　 中 和 試 験 で は、 発 症 牛 と 同 居 牛 の 血 清 か ら
EHDV6に対する抗体（以下、EHDV6抗体）が検
出されたが、ポスト血清で有意な抗体価上昇はみ
られなかった（表２）。

（２）病性鑑定事例②（嚥下障害）
　　11月14日、黒毛和種繁殖用雌牛が嚥下障害を呈し

飲水困難となったため、11月30日に発症牛及び同居
牛4頭の血液を用いてアルボウイルス特異遺伝子
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表1　国内のEHDV検出事例
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検索、ウイルス分離及び抗体検査を実施した。そ
の後12月16日に当該牛が死亡したため剖検を行い、
ウイルス学的検査及び病理組織学的検査を実施した。

　　遺伝子検査では発症牛の全血からEHDV特異
遺伝子が検出された。ウイルス分離では当該牛の
洗 浄 血 球 か ら EHDV が 分 離 さ れ、 動 衛 研 で
EHDV6に分類された。

　　中和試験では、5頭全頭からEHDV6抗体が検
出されたが、ポスト血清での有意な抗体価上昇は
認められなかった（表３）。

　剖検所見では、食道の扁平化がみられ、病理組織
学的検査では舌や食道に筋線維の膨化、横紋消失
がみられた。

（３）病性鑑定事例③（早産、嚥下障害）
　　10月31日、ホルスタイン種の母牛から予定日よ

り21日早く生まれた黒毛和種ET子牛が、四肢湾
曲により起立困難、舌麻痺及び嚥下障害により初
乳が摂取できず間もなく死亡した（写真２、３）。

　子牛の剖検を行い、子牛臓器及び母牛血液を用い
てアルボウイルス特異遺伝子検索、ウイルス分
離、抗体検査、病理組織学的検査を実施した。

　　遺伝子検査では子牛の臓器（肝臓、脾臓、脳及
び脊髄）、胎膜及び母牛全血からEHDV特異遺伝
子が検出された（表4）。

　　中和試験では、母牛のポスト血清でチュウザン
（64倍→256倍以上）、ディアギュラ（8倍→64
倍）、EHDV6（8倍→64倍）の抗体価上昇が認め
られた（表5）。初乳未摂取子牛の血清からも
EHDV6抗体が検出された。

　　なお、2023年度のアルボウイルスサーベイラン
スでは本県へのチュウザンウイルスの侵入が確認
されていることから、本牛もチュウザンウイルス
に感染したものと推察された。

　病理組織学的検査では、舌に筋線維間結合組織の
水腫、気管支及び肺胞腔内に誤嚥物及び炎症細胞
浸潤が認められたことから、子牛の直接の死因は
誤嚥性肺炎と診断した。

３　アルボウイルスサーベイランス
　2023年の本県へのEHDV侵入状況を調査するた
め、アルボウイルスサーベイランスで採材した県内
50頭（5地域の16農場）の未越夏牛（6、8、9、
11月採血分）について、EHDV特異遺伝子検査、
ウイルス分離及び中和試験を実施した。
　遺伝子検査では、6月及び8月に採材した検体か
らはEHDV特異遺伝子は検出されず、9月に採材
した1頭の血液からEHDV特異遺伝子が検出さ
れ、当該牛の洗浄血球からEHDVが分離された。
分離EHDVは動衛研にてEHDV6に分類された。11

月には18頭の血液からEHDV特異遺伝子が検出さ
れ、うち1頭からEHDV6が分離された（表6）。
　 中 和 試 験 で は、 6、 8、 9 月 の 血 清 か ら は
EHDV6抗体は確認されなかったが、11月に30頭の
血清でEHDV6抗体が確認された。
　なお、採血を実施した牛においては、嚥下障害等
の症状はみられなかった。

表２　EHDV検査成績（事例①）

写真１　舌麻痺（事例①）

表３　EHDV検査成績（事例②）

表4　EHDV検査成績（事例③）
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４　EHDV流行状況調査
　熊本県内でのEHDVの流行状況をより広範に調
査するため、2023年7月以降の病性鑑定等で保存し
ていた全血及び血清を用いてEHDV特異遺伝子検
査及び中和試験を実施した。
　その結果、遺伝子検査で274検体中21検体から
EHDV特異遺伝子が検出された。いずれも10月以
降に採材された検体であった（表7）。
　中和試験では、184検体中9月30日以降に採材さ
れた計85検体から抗体が検出された（表8、図1）。

５　考察
　2023年にEHDV6の流行が確認されるまで、国内
でEHDV6による症状が確認されたのは2015年に兵
庫県で報告された事例のみであり、当該事例では、
食欲不振、発熱及び嚥下障害等が報告されている。
本県においては嚥下障害に加えて、早流産等も認め
られたことから、2015年に確認されたウイルス株と
は病原性が異なる可能性が示唆された。
　また、事例①及び②では嚥下障害の発症時にはす
でにEHDV6抗体を保有していたことから、EHDV
感染後、発熱等の症状を呈し、抗体を産生した後、
嚥下障害発症までに一定の期間を要したものと推察
された。加えて、1か月以上の間隔を空けて採材し
たペア検体の双方からもEHDV特異遺伝子及び
EHDV6抗体が検出され、抗体保有下においても血
中からEHDV6特異遺伝子が検出され得ることが確
認された。このことから、病性鑑定に際しては
EHDV特異遺伝子が検出された場合であっても、
それが病態に関与しているか否かについて、総合的
に判断する必要があると考えられた。
　アルボウイルスサーベイランス及び病性鑑定検体
を用いた流行状況調査からは、9月以降にEHDV
特異遺伝子が検出され、9月下旬以降に抗体陽性牛
が確認されたことから、EHDV6の県内への侵入時
期は9月であったと推察された。
　病性鑑定事例②において、育成時にイバラキ

（EHDV2）ワクチンを接種し、イバラキウイルスに
対する抗体（イバラキ抗体）を保有していた同居牛
では発症が認められなかった一方、ワクチン未接種
牛のみで発症が確認された。このことから、イバラ
キ抗体がEHDV6に対して発症防御に関与している
可能性が示唆された（表9）。現在、イバラキワク
チンによる他の血清型のEHDVに対する効果は期
待できないとされていることから、今後、EHDV6
の2023年流行株とイバラキウイルスを含む他の血清
型のEHDVとの相同性等について詳細な検討が必
要であると考えられた。

表5　抗体検査成績（事例③）

写真２　前肢の湾曲

写真３　舌麻痺（嚥下障害）

表6　EHDV検査成績

表7　EHDV遺伝子検査成績
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表8　EHDV6抗体検査成績

図1　EHDV6抗体陽性率推移

表9　病性鑑定事例②の抗体検査成績

☆動物用医薬品副作用報告（令和8年6月）�（1/2）
産業動物における動物用医薬品副作用に関する報告
（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の
確保等に関する法律第６８条の１０）

製品名
“京都微研”

牛へモフィルス
ワクチン ‐ C

“京都微研”
キャトルバクト３

製造販売業者名 株式会社微生物
化学研究所

株式会社微生物
化学研究所

動物種 牛 牛

発現動物数／
投与動物数 1 / 1 1 / 不明

性 オス オス

年齢 10ヵ月 1歳

投与前の
健康状態 不明 不明

以前の使用歴 不明 なし

以前使用時の
副作用の有無 不明 －

投与量 2mL 1mL

投与方法 筋肉内注射 筋肉内注射

投与日 R8.3.28 R8.5.8

副作用発現日 R8.3.28 R8.5.8

副作用の種類 起立不能 発見時死亡

治療の有無 無処置 無処置

転帰 死亡 死亡

担当獣医師に
よる評価

評価なし 因果関係がある

製造販売業者に
よる評価

本剤の注射から
起立不能および
死亡に至るまで
の経過に関する
情報が不足して
い る た め、 因 果
関係不明と判断
した。
な お、 本 事 例 は
有効期限を過ぎ
たロットを用い
て お り、 使 用 者
へは使用期限を
過ぎていないこ
とを確認するよ
う注意喚起を行
う。

本剤注射後1時
間以内の死亡例
で あ り、 他 に 考
えられる要因も
な い た め、 因 果
関係があると考
えられると判断
した。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和8年6月）� （2/2）
産業動物における動物用医薬品副作用に関する報告（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等
に関する法律第６８条の１０）

製品名 リスポバル ポーシリスPCV IDAL エンテリコリックス レスピシュアワン

製造販売業者名 ゾエティス・ジャパン
株式会社

MSDアニマルヘルス株式
会社

ベーリンガーインゲルハ
イムアニマルヘルスジャ

パン株式会社
ゾエティス・ジャパン

株式会社

動物種 牛 豚 豚 豚

発現動物数／
投与動物数 1 / 2 1 / 30 2 / 8 70 / 200

性 メス オス メス 混在

年齢 1ヵ月 不明 2歳 14日

投与前の
健康状態 良好 不明 良好 良好

以前の使用歴 なし なし あり なし

以前使用時の
副作用の有無 － なし なし －

投与量 1ドース 0.2mL 2mL 1ドース

投与方法 皮下注射 皮内注射 筋肉内注射 筋肉内注射

投与日 R8.5.21 R7.10.16 R8.4.17 R8.5.7

副作用発現日 R8.5.21 R7.12.1 R8.4.17 R8.5.7

副作用の種類 死亡

跛行、元気がない、
食欲不振、体重減少、
死亡、有効性の欠如

（サーコウイルス）、
剖検実施

ふらつき、強膜充血、
散瞳、流涎、虚脱、

紅斑、意識障害、紫斑
死亡、神経学的徴候

（詳細不明）

治療の有無 無処置 不明 無処置 無処置

転帰 死亡 死亡 回復 進行中（65頭）
死亡（5頭）

担当獣医師に
よる評価

因果関係がある 因果関係は不明 因果関係は不明 因果関係は不明

製造販売業者に
よる評価

本事例は、生後1ヵ月齢
の黒毛和種雌子牛2頭に
リスポバルを用法用量通
り投与し、うち１頭が投
与数分間は異常が無かっ
たものの、投与から1時
間以内に容態が急変し、
死亡（投与からの経過時
間は不明）しているのが
確認された事例である。
投与時は健康であったこ
と、併用薬はなかったこ
と、容態急変は投与から
1時間以内かつ死亡まで
の時間は投与から約2時
間以内と推測できること
から、リスポバル投与に
よるアナフィラキシー
ショックの可能性は高
く、因果関係はあると考
えられると判定する。特
に生後2ヵ月齢以内の投
与に関しては、添付文書
の専門的事項の①警告お
よび③副反応にも注意喚
起されているが、ワクチ
ン投与後における一定時
間の慎重な経過観察の重
要性について、改めて獣
医師および生産者へ周知
徹底していきたい。

死亡は製品投与後62日後
(他の症状は46日後)より
認められたため、本製品
との時間的な関連性は弱
い。当該豚の死亡は事故
によるものと考えられた
ものの、剖検の一環とし
て実施されたPCR検査で
は、PCV2（豚サーコウ
イルス２型）が陽性で
あった（ウイルス量は不
明）。本製品との関連性
を否定できないが、他の
病因も除外できないた
め、因果関係は不明と判
断する。

本症例は本剤接種後1分
以内に症状が発現してお
り、接種から発現までの
時間と症状から、ワクチ
ン接種に起因するアナ
フィラキシー反応であっ
た可能性が高いと考える。

本症例は2週齢の子豚
約200頭にレスピシュ
アワンを用法用量どお
りに投与し、約30％の
70頭に神経症状が認め
られ、内5頭が死亡し
た事例である。投与前
後に他の薬剤を投与し
てないこと、神経症状
の確認が投与後30分以
内に認められたことか
ら当該ワクチンによる
アナフィラキシー反応
の可能性は否定できな
いが、投与から死亡確
認までの経過時間やば
らつき（午前の投与に
対して、午前に2頭、
午後に3頭）から、他
の要因も考慮する必要
があり、神経症状の具
体的な内容や経過も不
明であることから、因
果関係は不明と判定す
る。
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☆各班だより（畜水産安全管理課 愛玩動物用飼
料対策班）

　皆様は「ペットフード安全法（愛がん動物用飼料
の安全性の確保に関する法律）」をご存じでしょう
か？今から約18年前に施行された比較的新しい法律
で、農林水産省と環境省が共管しています。
　本法は、犬及び猫を対象とした飼料、いわゆる
ペットフードの安全性確保を目的としており、製造
業者及び輸入業者に対する届出義務を課すととも
に、成分規格、製造方法の基準、表示基準を定めて
います。近年、ペットフードの生産量に大きな変動
はないものの、業者からの届出件数は増加傾向にあ
り、令和７年３月末時点で製造業者は約10,200、輸
入業者は約1,000にのぼっています。
　これらの届出は全国の農政局等において受理され

ていますが、限られた人員の中で対応しているのが
現状です。届出時には制度の概要説明に加え、安全
なペットフードの製造に向けた注意喚起を行ってお
り、また、FAMICと連携しながら立入検査などの
監視業務も実施しています。
　近年、「ペットは家族の一員」という認識が広く
浸透し、ペットフードの多様化が進んでいます。

「人も食べられる」と表示された製品や、ケーキ、
ピザ、アイスクリームといった人の食品と見間違え
るような商品も見られるようになりました。今まで
にはないペットフードが増えるため、安全性の確保
が重要となっています。また、販売経路について
も、SNSによる広告やフリマアプリにおける販売
など多様化しています。こうした多様化は利便性の
向上に寄与する一方で、製品や事業者の増加を背景
に、より一層の適正な表示や安全管理の確保が求め

事業者向けリーフレット
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られています。
　さらに、シカ肉等を原料としたペットフード（ジ
ビエペットフード）も増加しています。令和３年９
月に施行された改正鳥獣被害防止特措法において
は、捕獲した鳥獣の有効活用の一環としてペット
フードへの利用が位置付けられました。一方で、野
生鳥獣は家畜に比べて寄生虫や細菌を保有している
可能性が高く、適切な衛生管理が求められます。こ
のため、令和４年度に農村振興局鳥獣対策・農村環
境課の交付金事業において「安心・安全なジビエ
ペットフードのために～ジビエペットフード原料に
関するマニュアル～」を作成しました。ペットフー
ド安全法の簡単な解説や生肉の危険性（ペットだけ
でなく家庭内に感染が広がるおそれや、動物園のと
体給餌も実は生肉ではないこと等）についても紹介
していますので、ご一読いただければと思います。

　ペットフードを介したペットとのコミュニケー
ションは、単なる「食事の時間」以上の意味を持っ
ているかと思います。ペットは、飼い主が食事を用
意してくれることで信頼や安心できる存在と認識し
てくれていると思います。また、よく食べる日は元
気、食欲がない日は体調不良やストレスのサインか
もしれません。最近、老犬の介護をしたのですが、
元気に食べてくれる姿は、安心や喜びを感じさせて
くれると改めて思いました。
　ペットフードを取り巻く環境は今後も変化してい
くことが予想されますが、その変化に対応しなが
ら、安全で安心なペットフードの確保に引き続き努
めてまいります。

ジビエマニュアル

安心・安全なジビエペットフードのために
～ジビエペットフード原料に関するマニュアル～

ジビエペットフード利用推進協議会
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２月の衆院選後に始まった特別国会

が約１週間の会期延長はありましたが先日閉会しま

した。今国会では、豚熱対策、LSD、水際対策を強

化する家畜伝染病予防法の改正案が審議されたほ

か、生産現場における診療獣医療師や家畜衛生対策

など食料の安定供給に関わる業務を担う公務員獣医

師などの産業動物獣医師の確保についても質疑があ

りました。農林水産省では獣医学生への修学資金や

インターンシップへの参加の支援、産業動物獣医師

の魅力発信等に取り組んでいますが、学生による

ペット診療分野への就職希望が根強い実態もあり、

いかにして多くの学生に産業動物分野への関心を高

めてもらうかが課題と感じています。このような

中、去る７月21日に鈴木農林水産大臣が麻布大学を

訪問し獣医学生と産業動物獣医師に関する意見交換

が行われました。ペット診療を志して入学した学生

が多い中、産業動物獣医師という選択肢に興味を持

通 信 てたという声、小さいころから大動物や獣医師と関

わる機会があるとよい、仕事の内容を知る機会が少

ないといった意見が聞かれたほか、給与面について

の情報も知りたいという率直な意見もありました。

獣医師を目指そうとする子供を増やすこと、産業動

物分野に憧れを持って獣医大学を目指してもらうこ

と、学生時代に産業動物分野の職業への関心を深め

てもらうこと、様々なアプローチができるよう今後

の対策に活かしてまいりたいと思います。

ごはんの時間はペットとの大切なコミュニケーションの時間

　毎週月曜日発行
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